
流域治水への住民参加

＜基本的考え方と方向性＞
 流域治⽔対策は、地域住⺠の命と暮らしを守るためのものであり、地域住⺠の意

⾒、参加により、対策を進めて⾏きます。

 流域治⽔協議会において「住⺠参加」を議題として取り扱い、具体の参加方法を
議論していきます。

〜協議会の議論〜
・引き続き理解促進のためイベント等

を通じた取組を実施
・効果的な事例の募集や参考となる

意⾒の紹介等を実施

〜協議会の議論〜
・住⺠目線からみた流域治⽔

の課題等の共有
・先進事例をシンポジウム等

で紹介

住⺠理解の状況、
関心、活動状況
を⾒て展開を検討

～進め方イメージ～

〜協議会の議論〜
・「住⺠参加」の意義の説明
・当面は各種取組（イベント）

を通じた理解促進を図る旨の
認識を共有

＜久慈川・那珂川⽔系流域治⽔プロジェクトにおける住⺠参加＞
 当面は、住⺠参画の第⼀歩として、既存の講習会（マイタイムラインの講習会
等）や地域防災訓練、協同巡視等に参加していただき、その中での意⾒交換等を
もって住⺠参画の取組とし、住⺠の理解や関心、活動状況をみて展開を検討した
いと考えています。
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流域治水への住民参加

＜Ｒ３年度までの実施状況＞
 HPやマスコミ等を通じた情報発信
 シンポジウムでの流域治⽔の説明
 ワークショップや懇談会での住⺠参加による意⾒交換
 ⾬⽔貯留浸透施設対策や避難訓練等に主体的に住⺠が参加

など
■HPを通じた情報発信 ■住⺠参加型ワークショップ ■⾬⽔貯留浸透施設対策

出典︓茨城県HP、栃木県HP、福島県HP 出典︓⽇⽴市HP


